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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月4日(2017.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　図示の実施例のように吸引力発生部材が磁気による吸引力発生部材である場合、ベース
３側の吸引力発生部材を磁石とし、巻き簾２側の吸引力発生部材を磁性体としてもよい。
ベース３に装着される巻き簾２のサイズが様々であるあることを考慮して、ベース３側に
設ける吸引力発生部材の面積は広くてもよい。また、巻き簾２とベース３のそれぞれの吸
引力発生部材が、相互に適合するように配置されていてもよい。磁力による吸引力によっ
て、巻き簾２がベース３の適正位置に自動的に配置される。そのため、位置ずれによる巻
き簾２からの食材のはみ出しが防止できる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　以上説明した実施例によれば、ベース３の上面３１は平坦な面にしながら巻き簾２をベ
ース３に位置決めすることができるため、ベース３に対する巻き簾２の着脱が容易になる
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　上記磁気による吸引力発生部材は、上記巻き簾に設けられている磁性体に対する磁石で
ある請求項２記載の食品成形装置。
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